
［成果情報名］ 裸麦新品種「マンテンボシ」の奨励品種採用 

［要約］ 耐倒伏性に優れ、整粒歩合が高く、安定した収量性を示し、精麦品質も良好な早生裸麦「マ

ンテンボシ」を奨励品種に採用する。 
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［背景・ねらい］ 

 「イチバンボシ」は多収で精麦適性が高いものの、生産者からはより倒伏に強い品種の採用が求められてい

る。また、全国的に裸麦の品種構成が「イチバンボシ」に偏る中、実需者からは商品開発の多様性を確保する

ために複数品種の栽培を求められている。このため、栽培適性と精麦適性に優れる新たな品種を栽培品種に加

えることで、実需・生産両面の要望に応える。 

［成果の内容・特徴］ 

 「マンテンボシ」は「イチバンボシ」と比較して以下のような特徴を有する。 

1. 出穂期は 2日、成熟期は 1日程度遅い早生種である（表１）。 

2. 稈長は同程度、穂長は短い（表１、２）。 

3. 稈質は強く、耐倒伏性は明らかに優り、中折れ程度も小さい（表１、２）。 

4. 穂数は少ない（表１、２）。 

5. 千粒重は同程度、粒大はわずかに小粒、粒形は丸い（表１、２）。 

6. 屑麦が少なく、整粒歩合が高い（表４）。 

7. 収量性は同程度かやや高い（表１、２）。 

8. 外観品質は同程度である（表１、２）。 

9. 多肥条件下でうどんこ病にやや弱い（表３）。 

10. 精麦白度・搗精時間は同等で、精麦適性は高い（表４）。 

［成果の活用面・留意点］ 

1. 普及適応地帯は、県内全域の平坦地で排水良好な麦作地帯である。 

2. 耐倒伏性には優れるが、うどんこ病にやや弱いことや、成熟期の遅れを考慮し、多肥栽培は行わない。

施肥法および施肥水準は、「イチバンボシ」並とする。 

3. 安定生産のためには穂数を確保する必要があるので、播種前並びに生育期の排水対策を徹底し、出芽

と分けつを確保する。 

 

［具体的データ］ 
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